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デントコーンの倒伏、折損　各地区で被害は甚大
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～　被　害　報　告　～

九
月
十
八
日
、
北
海
道
に
上

陸
し
た
台
風
18
号
の
影
響
に
よ

り
、
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
倒
伏
、

折
損
、
施
設
の
破
損
、
草
地
の

冠
水
等
が
発
生
し
、
各
地
区
で

被
害
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
被
害
は
、

作
付
面
積
全
体
の
約
55
％
、
倒

伏
、
折
損
、
な
び
き
の
被
害
面

積
の
合
計
は
約
７
２
６
ha
（
56

農
場
３
団
体
）
に
及
び
、
品
質

低
下
等
に
よ
る
今
後
の
営
農
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

牛
舎
施
設
等
の
被
害
は
、
18

農
場
20
物
件
、
草
地
の
冠
水
被

害
は
、
５
農
場
７
圃
場
に
及
び

ま
し
た
。

各
地
区
で
、
被
害
が
拡
大
し

な
い
よ
う
現
地
の
状
況
に
応
じ

た
収
穫
作
業
、
復
旧
作
業
が
進

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

育成舎の屋根破損（音別）

草地冠水（白糠）

破損した倉庫（幌呂）

牛舎の屋根破損（鶴居）

台風18号によるデントコーン被害状況（9月28日調べ）
鶴　居 幌　呂 白　糠 音　別 合　計

罹災農場数 26 11 11（1） 8（2） 56 農場（3団体）
被 害 面 積 182．4 144．０ 228．9 171．０ 726．3 ｈａ

台風18号等による施設・草地等被害状況（9月28日調べ）
鶴　居 幌　呂 白　糠 音　別 合　計

罹災農場数 12 4 4 3 23 農場

台風18号によるデントコーン・施設・草地への被害は大
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八
月
十
九
日（
土
）、

釧
路
市
大
楽
毛
・
釧
路

農
協
連
共
進
会
場
で
、

釧
路
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共

進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

管
内
６
Ｊ
Ａ
か
ら
合

計
84
頭
、
う
ち
当
Ｊ
Ａ

か
ら
48
頭
の
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
牛
が
集
ま
り
資
質

を
競
い
ま
し
た
。
審
査

員
は
、
恵
庭
市
酪
農
家

の
福
屋
栄
人
氏
が
務

め
、
各
部
の
審
査
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
リ
ザ

ー
ブ
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ

エ
イ
ト
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
白
糠
、
林　

稔
幸
氏

の
出
品
牛
、
リ
ザ
ー
ブ

シ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
音
別
、（
株
）
敬
和

フ
ァ
ー
ム
の
出
品
牛
、

ジ
ュ
ニ
ア
シ
ョ
ウ
マ
ン

シ
ッ
プ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
鶴
居
、
瀧
澤
快
都
さ

ん
の
出
品
牛
が
選
ば

れ
、
各
部
で
当
Ｊ
Ａ
は

優
秀
な
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

牛
群
審
査
優
秀
農
家

表
彰
式
で
は
、
当
Ｊ
Ａ

か
ら
７
農
場
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

尚
、
主
な
入
賞
牛
及

び
出
品
者
並
び
に
受
賞

者
は
表
の
と
お
り
で
す
。

乳
牛
の
体
型
・
資
質
等
を
競
う

～
平
成
29
年
度 

釧
路
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
～

審査員：福屋 栄人 氏

部 順位 名　　号 出 品 者（地区）

J部 1-1 Ａ—サルサ—マツカチエン—レジーナ—ＥＴ 滝 澤 快 都（高校3年）
安　藤　　　功（鶴居）

１部
1-1 ＴＫＳ— ブラブラ— リング 清　水　武　志（鶴居）
2-1 ＢＳ—マツク—サンハイ—マツカ— ㈱大坂ファーム（音白）

２部
1-1 レデイホープ—キヤピタル—チツプ （農）清 和 農 場（鶴居）
2-2 ＩＦ—ブロカウ—ペイジ—ＥＴ 増　田　一　真（鶴居）

３部
1-1 ＭＳ—ヒラリー—マツカチエン—オリオン—ＥＴ— 松　下　雅　幸（鶴居）
2-1 Ａ—ラツイオ—ＡＴＷＤ—エレガンツア—ビスタ—ＥＴ 安　藤　　　功（鶴居）

４部 2-1 ウツズスター—ジユデイー—シユリンプ—タラ 林　　　稔　幸（音白）

５部
1-1 ＭＳ—アールチエ—マツカチエン—ジヨー— 松　下　雅　幸（鶴居）
2-1 Ａ— チ ツ プ— チ エ ン— Ｏ Ｈ 安　藤　　　功（鶴居）

６部 2-1 ＫＷＦ—ドアマンテ—アンセンビユー—ＥＴ ㈱敬和ファーム（音白）
７部 1-1 ＫＷＦ—アイデアル—アツトウツド—ブルツクリン ㈱敬和ファーム（音白）

８部
1-1 エメラルド—ローリー—ジエツト 松　田　浩　二（音白）
2-1 ＶＳツリー—ストーン—シヤロン 對　木　賢　雅（音白）

９部 2-1 ヒシヌマフアーム—ブレア—ブロカウ—ビツグ ㈲菱沼ファーム（鶴居）
10部 2-1 ＢＳ—フアンシー—サンチエス—ドライブ ㈱大坂ファーム（音白）

部 順位 名　　号 出 品 者（地区）

12部
1-1 ウツズスター—ブロー—ジユデイー—タラ—ＥＴ 林　　　稔　幸（音白）
2-1 ＫＷＦ—アンソニー—タラ—ブローカウ—ＥＴ ㈱敬和ファーム（音白）

13部1-1 ＫＷＦ—ゴールド—チツプ—アン—センビユー—ＥＴ ㈱敬和ファーム（音白）

14部
1-1 ＫＷＦ—ストーム—ヘズダ—デイリス ㈱敬和ファーム（音白）
1-2 エンプレス—ＢＮ—ダン—ミツ 松　田　浩　二（音白）

17部
（牧場
牛群）

1等
賞

ＫＷＦ—アンソニー—タラ—ブローカウ—ＥＴ
㈱敬和ファーム（音白）ＫＷＦ—ゴールド—チツプ—アン—センビユー—ＥＴ

ＫＷＦ—ストーム—ヘズダ—デイリス

平成２9年度 牛群審査優秀農家表彰　受賞者
賞 受　賞　者 対象牛（頭）

優 秀 賞 井　上　元　嗣 2
優 秀 賞 植　田　紘　史 4
優 秀 賞 （農）髙 橋 農 場 1
優 秀 賞 増　田　慶　一 1
優 秀 賞 松　井　俊　治 1
優 秀 賞 松　下　雅　幸 2
優 秀 賞 林　　　稔　幸 1

釧 路 ホ ル ス タ イ ン 共 進 会 　 入 賞 牛 一 覧
リザーブインターミディエイト チャンピオン ウツズスター ブロー ジユデイー タラ ＥＴ 林　　　稔　幸（音白）

リザーブシニア チャンピオン ＫＷＦ ストーム ヘズダ デイリス ㈱敬和ファーム（音白）

ジュニアショウマンシップ チャンピオン Ａ サルサ マツカチエン レジーナ ＥＴ 滝　澤　快　都（鶴居）
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八
月
二
十
七
日
、
釧
路

市
大
楽
毛
神
記
念
公
苑
特

設
輓
馬
会
場
で
、
第
５
回

釧
路
輓
馬
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

釧
路
輓
馬
大
会
実
行
委

員
会
主
催
、
阿
寒
馬
事
振

興
会
・
釧
路
丹
頂
農
協
馬

事
振
興
会
後
援
で
、
全
道

各
地
か
ら
輓
馬
32
頭
、
ポ

ニ
ー
34
頭
、
う
ち
当
Ｊ
Ａ

か
ら
松
井
紀
行
氏
の
輓
馬

１
頭
が
出
場
し
ま
し
た
。

そ
り
に
積
む
積
荷
重
量

は
30
㎏
（
ポ
ニ
ー
）
か
ら

９
０
０
㎏
（
輓
馬
）
ま
で

種
目
ご
と
に
決
め
ら
れ
、

砂
の
山（
第
１
、第
２
障
害
）

が
二
つ
あ
る
コ
ー
ス
を
馬

が
そ
り
を
ひ
き
な
が
ら
力

や
速
さ
を
競
い
ま
し
た
。

競
技
種
目
は
、
一
才
輓

馬
か
ら
ポ
ニ
ー
輓
馬
、
重

量
馬
な
ど
種
目
別
に
19
レ

ー
ス
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

好
天
の
も
と
、
馬
主
や

ご
来
場
の
皆
様
か
ら
は
、

力
強
く
駆
け
る
ポ
ニ
ー
や

輓
馬
の
雄
姿
に
、
温
か
い

声
援
と
拍
手
が
送
ら
れ
、

大
会
は
盛
会
裡
に
終
了
し

ま
し
た
。

競　技　結　果
レース 競技種目 重量 順位 名　号 出品者（地区）

5 三流馬 500㎏ ２位 フジカチドキ 松井 紀行（幌呂）

18 軽重量 700㎏ ２位 フジカチドキ 松井 紀行（幌呂）

第2障害を力強く駆け上がる輓馬

第1障害を駆けるポニー

～ 第 ５ 回 　 釧 路 輓 馬 大 会 ～

馬文化の継承と
　　地域馬産の活性化を目指して!!

3

温かい声援を送る観戦者の皆様



八
月
三
十
日
、
釧
路
市

で
当
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
役
員

会
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
中

で
Ｊ
Ａ
個
別
宅
配
事
業
ジ

ョ
イ
ラ
イ
フ
商
品
の
試
食

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ジ
ョ
イ
ラ
イ
フ
は
、
年

二
回
実
施
さ
れ
て
い
る
女

性
部
主
体
の
活
動
「
共
同

購
入
運
動
」
を
よ
り
便
利

に
、
道
産
・
国
産
品
を
使

用
し
た
地
産
地
消
を
目
指

し
、
組
合
員
の
健
康
で
元

気
な
地
域
生
活
を
応
援
す

べ
く
全
道
の
Ｊ
Ａ
で
展
開

さ
れ
て
い
る
事
業
で
す
。

ホ
ク
レ
ン
釧
路
支
所
の

担
当
者
よ
り
当
事
業
及
び

商
品
、
オ
ス
ス
メ
点
（
①

注
文
商
品
が
自
宅
に
届
く

②
毎
月
約
１
０
０
０
ア
イ

テ
ム
の
商
品
が
選
べ
る
③

注
文
方
法
が
簡
単
）
等
の

説
明
を
受
け
、
新
商
品
な

ど
の
試
食
を
し
ま
し
た
。

八
月
一
日
か
ら
三
日

間
、
Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
音

別
年
金
友
の
会
は
、
北
見

で
第
二
十
九
回
通
常
総
会

並
び
に
親
睦
旅
行
を
実
施

し
ま
し
た
。

会
員
数
２
９
７
名
の
う

ち
37
名
が
出
席
し
、
温
根

湯
温
泉
で
通
常
総
会
が
行

な
わ
れ
、
議
案
は
全
件
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
、
カ
ラ

オ
ケ
大
会
な
ど
で
親
睦
を

深
め
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
流
氷
科
学
セ
ン
タ
ー
や

あ
ざ
ら
し
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ

ス
な
ど
を
見
学
し
、
思
い
出
に
残
る

親
睦
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

あざらしシーパラダイスを見学

今回の試食はケーキやドーナツなどのスイーツ! 美味!

～おいしい・使いやすい商品を上手に利用!! ～

～北見を満喫・楽しいひと時を過ごしました～

女性部ジョイライフ商品試食会 開催

ＪＡくしろ丹頂音別年金友の会 総会・親睦旅行
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九
月
二
、
三
日
の
両
日
、「
第
14
回
釧

路
大
漁
ど
ん
ぱ
く
」
会
場
内
で
、「
農
業

農
村
フ
ェ
ア 

ｉ
ｎ 

Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
」

が
開
催
さ
れ
、
釧
路
地
区
農
協
青
年
部
協

議
会
・
Ｊ
Ａ
釧
路
地
区
女
性
協
議
会
が
根

釧
牛
乳
・
乳
製
品
の

消
費
拡
大
運
動
を
実

施
し
ま
し
た
。

同
青
年
部
協
議
会

は
、
来
場
し
た
お
客

様
に
、「
よ
つ
葉
特
選
根
釧
牛
乳
」

の
無
料
試
飲
。
同
女
性
協
議
会

は
コ
ツ
コ
ツ
ミ
ル
ク（
マ
ス
カ
ッ

ト
酢
エ
キ
ス
に
根
釧
牛
乳
を
加

え
た
も
の
）
と
チ
ー
ズ
イ
モ
も

ち
を
販
売
し
、
牛
乳
・
乳
製
品

と
も
大
変
好
評
で
し
た
。

對
木
賢
雅
さ
ん
（
当
Ｊ
Ａ
青

年
部
部
長
）
は
、「
現
在
の
酪
農

情
勢
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、

牛
乳
不
足
が
叫
ば
れ
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で

も
わ
れ
わ
れ
青
年
部
は
部
員
と

協
力
し
な
が
ら
牛
乳
、
乳
製
品

の
お
い
し
さ
を
伝
え

て
い
き
た
い
。」

佐
藤
ま
り
子
さ
ん

（
当
Ｊ
Ａ
女
性
部
員・

音
別
）
は
、「
た
く
さ

ん
の
方
々
が
来
て
く

れ
て
売
れ
行
き
も
好

調
で
す
。

お
酢
の
苦
手
な
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
一
人
一
人

説
明
を
し
な
が
ら
飲
ん
で
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
色
々
な
牛

乳
の
飲
み
方
を
広
め
て
い
け

た
ら
良
い
で
す
。」
と
述
べ
、

来
場
者
の
皆
様
に
笑
顔
で
対

応
し
て
お
り
ま
し
た
。

美味しい・飲みやすいコツコツミルクをどうぞ！

～第１4回 釧路大漁どんぱく「農業・農村フェア in KUSHIRO」～

根釧牛乳・乳製品の美味しさを伝えたい!!

根釧牛乳の美味しさを皆様へ
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九
月
十
三
・
十
四
日
の
二
日
間
、
江
別
市
で
、

全
道
Ｊ
Ａ
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

丹
頂
野
球
部
は
、
初
戦
に
強
豪
Ｊ
Ａ
あ
さ
ひ
か

わ
と
対
戦
し
、
北
村
投
手
・
西
村
捕
手
の
バ
ッ
テ

リ
ー
及
び
全
選
手
総
力
を
あ
げ
て
試
合
に
挑
み
ま

し
た
が
、
あ
と
一
歩
及
ば
ず
惜
し
く
も
４
対
０
で

苦
杯
を
喫
し
ま
し
た
。
皆
様
方
の
ご
声
援
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
全
道
大
会
で
の
経
験

を
糧
に
今
後
の
業
務
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

全
道
Ｊ
Ａ
野
球
大
会 

出
場

6

「タオルを送る運動」メッセージ　第１回
パルシステム生活協同組合連合会「こんせん72牛乳」利用者の方々より、酪農生産者の皆
様へ贈られたタオルとともに、お礼のメッセージを頂いております。ここではその一部を数
回に分けてご紹介させて頂きます。



釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
地
域
の
ほ
場
条
件
に
見
合
っ
た

　

心
土
破
砕
機
を
選
定
し

　
　
　
　

排
水
対
策
の
徹
底
を

昨
年
の
八
月
中
下
旬
の
台
風
の
影

響
に
よ
り
、
飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し

の
ほ
場
は
滞
水
し
、
収
穫
作
業
が
大

幅
に
遅
れ
た
こ
と
か
ら
、、
排
水
対

策
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
排
水
対
策
は
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
効
果
の
高
い
と
さ

れ
て
い
る
心
土
破
砕
の
実
施
は
少
な

い
状
況
で
す
。

特
に
釧
路
市
の
ほ
場
で
は
、
排
水

不
良
で
土
中
に
石
レ
キ
が
多
く
、
サ

ブ
ソ
イ
ラ
の
施
工
に
支
障
の
あ
る
ほ

場
が
あ
り
ま
す
（
写
真
１
）。

今
年
三
月
、
某
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
コ
ー
ン
サ
イ
レ
ー
ジ
安

定
確
保
の
た
め
、
農
業
者
向
け
の
勉

強
会
を
行
い
ま
し
た
。
具
体
的
な
排

水
対
策
と
し
て
サ
ブ
ソ
イ
ラ
施
工
を

提
案
し
た
と
こ
ろ
、「
石
レ
キ
の
多

い
ほ
場
で
は
サ
ブ
ソ
イ
ラ
施
工
は
難

し
い
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
普
及
セ
ン
タ
ー
は
情
報
を
収

集
し
、
ほ
場
条
件
に
見
合
っ
た
心
土

破
砕
機
（
ハ
ー
フ
ソ
イ
ラ
）
の
実
演

を
提
案
し
ま
し
た
。

　

１　

ハ
ー
フ
ソ
イ
ラ
の
実
演

施
工
し
た
ほ
場
は
石
レ
キ
が
多
く
、

三
十
〜
四
十
㎝
の
深
さ
に
硬
盤
層
が

あ
り
ま
し
た
。
施
工
深
は
五
十
㎝
に

達
し
、
硬
盤
層
を
破
砕
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
心
配
さ
れ
て

い
た
石
の
持
ち
上
が
り
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
（
写
真
２
）。

　

２　

生
育
調
査
の
結
果

施
工
し
た
ほ
場
の
水
は
け
の
悪
い

場
所
で
ハ
ー
フ
ソ
イ
ラ
施
工
区
と
施

工
し
な
い
区
を
設
置
し
、
根
の
確
認

と
生
育
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

六
月
二
十
六
日
の
根
張
り
は
施
工

区
が
根
長
で
優
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

水
の
縦
浸
透
が
良
く
な
る
と
通
気

性
・
透
水
性
が
確
保
さ
れ
、
地
温
が

上
昇
し
て
、
根
域
の
拡
大
が
は
か
ら

れ
た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す

ま
た
、
施
工
区
は
雄
穂
抽
出
期
が

二
日
早
ま
り
、
草
丈
は
施
工
区
が
六

月
以
降
一
貫
し
て
優
っ
た
こ
と
か
ら
、

収
量
向
上
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

３　

最
後
に

Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
で
は
ハ
ー
フ
ソ

イ
ラ
施
工
の
実
演
が
契
機
と
な
り
、

40 

ha
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
試
験
的
に
春
施
工
し
ま

し
た
が
、
作
業
能
率
は
１
ha
／
時
間

と
高
く
は
な
い
た
め
、
中
西
部
管
内

の
一
部
地
域
で
も
行
わ
れ
て
い
る
秋

施
工
を
お
奨
め
し
ま
す
。

合
わ
せ
て
、
今
後
、
コ
ー
ン
サ
イ

レ
ー
ジ
の
安
定
生
産
や
作
業
性
の
確

保
の
た
め
、
数
年
に
一
度
の
排
水
対

策
の
実
施
に
む
け
て
ほ
場
台
帳
を
用

い
て
施
工
計
画
を
立
て
て
く
だ
さ
い
。

写真1　 石レキの多いほ場ではサブソイ
ラ施工は敬遠されがちである

写真2　 ハーフソイラ施工後の石の持ち
上がりは見られない

図2　生育調査結果

図1　6月26日では、施工区は根の長さで優る
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准組合員について学ぶ（全４回シリーズ）
平成₂₆年５月、「規制改革会議 農業ワーキンググループ」が『准組合員の事業利用は、正組合員

の事業利用の２分の１を越えてはならない』との意見を示し、農水省は平成₃₃年３月末までに准組
合員の事業利用量を規制するか否かの結論を出す予定にあります。
この規制が、利用者である准組合員に留まらず、地域の農業や経済への影響があることを認識

したうえで、組合員の皆さん一人ひとりにお考え頂きたいと思います。

【第1回】 准組合員制度の成り立ち

僕のお父さんは、一般企業のサラリーマンだから、ＪＡの准組合員として出資・加
入しているけど、准組合員ってどういう人を言うのかな？ＪＡは、農業者のための組
織だって聞いたよ。

生徒

ＪＡは、農業者が自ら利用するために出資して設立・運営している組織だけど、地
域の皆さんも准組合員として加入して事業を利用できるんだ。ただ、役員選挙権や議
決権等のＪＡ運営に関わる権利は農業者に限定されている。

先生

准組合員として加入すれば、地域に住んでいる僕たちもＪＡ事業を利用できるんだ
ね。准組合員の仕組みは、どうして生まれたの？

生徒

昭和22年に公布された「農業協同組合法」で、組合員を『正組合員（農業者）』と『准
組合員』に分けたことが、はじまりだよ。
出資をすれば誰でも組合員になれる産業組合の流れを引き継いだことが大きいよ。
産業組合は農業者の組織だったけど、全国的には組合員の３分の１は地域の皆さんだ
ったんだ。

先生

そっかぁ。もともと、地域に住む人たちのための組織でもあったんだね。でも、Ｊ
Ａ以外にもお店があったんじゃないのかなぁ？

生徒

昭和22年当時の農村は、商業施設や金融機関があまりなくて、ＪＡが利用できない
と生活しにくいという現実的な側面もあったんだよ。

先生

なるほどね。今も昔も、地域の生活の中心にはＪＡがあったんだ。僕も働くように
なったら、准組合員になってＪＡ事業を利用するよ。

生徒

8



9

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
で
は
、
青
少
年
の
育

成
支
援
と
ス
ポ
ー
ツ
応
援
を
目
的
と
し
て
、
平

成
21
年
度
よ
り
全
日
本
大
学
駅
伝
対
校
選
手
権

大
会
へ
特
別
協
賛
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

８
月
に
札
幌
市
の
モ
エ
レ
沼
公
園
で
行
わ
れ

た
北
海
道
地
区
予
選
会
に
は
、
地
元
Ｊ
Ａ
・
本

会
・
農
林
中
央
金
庫
の
職
員
が
大
会
の
サ
ポ
ー

ト
役
と
し
て
参
加
し
、
道
産
食
材

を
使
用
し
た
「
お
に
ぎ
り
」「
飲

む
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
及
び
「
Ｊ
Ａ
バ

ン
ク
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
オ
ル
」
を
選

手
達
へ
差
入
れ
し
ま
し
た
。

ホ
ク
レ
ン

ホ
ク
レ
ン
訓

子
府
実
証
農
場

（
訓
子
府
町
）
で
は
、
来
年
４
月

か
ら
１
年
間
、
農
場
で
の
酪
農
研
修
を
通
じ
て

就
業
に
必
要
な
知
識
や
技
能
を
習
得
す
る
「
平

成
30
年
度
酪
農
研
修
生
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

研
修
は
乳
牛
飼
養
管
理
、
搾
乳
、
子
牛
哺
乳
育

成
、
自
給
飼
料
栽
培
管
理
な
ど
の
実
践
研
修
を

中
心
に
、
酪
農
畜
産
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
習

得
す
る
た
め
の
座
学
研
修
も
実
施
し
ま
す
。
詳

し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
ホ
ク
レ
ン
訓
子
府
実

証
農
場
業
務
課
（
☎₀₁₅₇︲₄₇︲₂₁₉₁　

担
当
：

佐
々
木
）
ま
で
。

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（
９
月

21
日
〜
）
に
あ
わ
せ
て
、
道
警
・
交
通
安
全
協

会
と
連
携
し
、
道
内
各
地
で
本
会
職
員
に
よ
る

街
頭
啓
発
活
動
を
展
開
し
ま
す
。
交
通
安
全
旗

や
横
断
幕
を
掲
げ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
と
歩
行
者
へ

安
全
運
転
や
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
を
呼
び
か
け

ま
す
。（
札
幌
地
区
は
９
月
29
日

実
施
予
定
）

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道
は
交
通
安

全
啓
発
活
動
を
通
じ
て
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
役
職
員

一
同
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

旭
川
厚
生
病
院
で
は〝

土
曜
ド
ッ

ク〟

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
男
性
を

対
象
と
し
て
お
り
、
各
種
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
も

可
能
で
す
。
随
時
予
約
を
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。（
☎₀₁₆₆︲₃₃︲₇₁₇₁

）

札
幌
厚
生
病
院
で
は
毎
月
第
２
土
曜
日
に

„

膵
臓
・
胆
の
う
ド
ッ
ク”

を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。（
☎₀₁₁︲₂₅₁︲₅₇₁₃

）

ま
た
、
帯
広
厚
生
病
院
で
は
、
オ
プ
シ
ョ
ン

検
査
の„

脳
ド
ッ
ク”

を
毎
月
第
２
土
曜
日
に

実
施
し
て
お
り
ま
す
。（
☎₀₁₅₅︲₂₄︲₄₁₆₁

）

い
ず
れ
も
完
全
予
約
制
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

【
１
万
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
突
破
】

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
が
取
り

組
む
「
サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て

制
作
し
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
Ｊ
Ａ

２
Ｍ
Ｐ
（
ジ
ェ
イ
エ
イ
ジ
ャ
ン
プ
）」
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
開
始
か
ら
約
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

各
地
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
通
じ
て
皆
さ
ま
に
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
頂
い
た
結
果
と
し

て
、
平
成
29
年
８
月
に
、
１
万
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
を
突
破
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
魅
力
あ
る
新
鮮

か
つ
タ
イ
ム
リ
ー
な
農
畜
産

物
情
報
を
発
信
す
る
た
め
、

ア
プ
リ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充

実
と
消
費
者
の
皆
さ
ま
へ
の

Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。 Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に

定
期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信

↑訓子府実
証農場ＨＰ
はこちら
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■
編
集
発
行—

釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合
管
理
部
管
理
課

—
V
O
L
・
120—
平
成
29
年
9
月
発
行

■
印
刷
　
白
糠
印
刷
㈱

■平成29年度 　生乳生産実績（8月）
月計乳量（kg） 8月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

ＪＡくし ろ 丹 頂 8,277,338.5 99.6 41,963,297.2 96.4
鶴 居 地 区 2,992,498.9 103.7 14,949,444.8 100.9
幌 呂 地 区 2,197,218.8 98.7 11,114,496.9 96.2
白 糠 地 区 1,701,332.5 99.1 8,696,201.4 95.9
音 別 地 区 1,386,288.3 93.3 7,203,154.1 89.3

管 内 計 44,953,881.5 99.3 224,984,405.2 96.9
（前年度管内計） 45,271,327.7 232,117,953.8

編 集 後 記
EDITOR’S—NOTE

□ ９月に到来した台風18号は激
げきじん

甚災害に指定され、釧路管内においても大きな被害
を受けました。今回の台風で被害にあわれました組合員の皆様方には、心よりお
見舞い申し上げます。強風によるデントコーンの倒伏や折損、施設の被害等大き
さは計り知れません。デントコーンにつきましては、収量の減少や品質の低下が
懸念されており、粗飼料分析による栄養価の把握や利用方法などについて早めの
対応を検討して参りましょう。

理　事　会　報　告
8月定例理事会　平成29年8月28日（月）

報告事項　 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．７月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．内部審査の結果について

付議事項　 
議案第１号　融資の承認について
議案第２号　—農協検査指摘事項に対する改善・

対応状況等の報告について
議案第３号　固定資産の取得について
議案第４号　諸規程等の一部変更について
その他協議事項　 
１．当面の業務日程について

9月定例理事会　平成29年9月29日（金）

報告事項　 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．８月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．—ＪＡ共済コンプライアンス点検結果につ
いて

６．無通告監査の報告について
付議事項　 
議案第１号　—ＪＡ全国監査機構期中監査の結

果について
議案第２号　融資の承認について

議案第３号　—固定資産（土地・建物）の処分
について

議案第４号　諸規程等の一部変更について
議案第５号　—緊急輸入乾牧草の取りまとめに

係る手数料率の引き下げについ
て

議案第６号　—平成２９年度下期更正計画の承
認について

その他協議事項　 
１．機構改革について
２．秋季地区別懇談会の開催について
３．当面の業務日程について

大変お世話になりました。
山　　田　　兼　　也
本所　購買部燃料課鶴居給油所係　９月30日をもって退職しました。


